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９８１－０９４２　仙台市青葉区貝ヶ森１ー２－６  事務局　坂詰　清 090-2955-1426

NPO法人医療制度研究会理事長　中澤堅次　（栃木県済生会宇都宮病院名誉院長）

主催：ＮＰＯ法人医療制度研究会
　

https://healthcare-focus.jp/

日　時： 2020年７月５日（日） 午前9時～11時30分

　
 

総合司会：本田　宏氏（当会副理事長）

開会　挨拶：中澤堅次氏（当会理事長、済生会宇都宮病院名誉院長）

　

　　
　

　　　　　　　　　　　

　　

令和2年７月2日（木）までに参加費（１,０００円以上）ゆうちょ口座に
振込後、Ｗｅｂサイトの「申込み専用窓口」、E-mail又はFAX（０２２－３４２－０６０５）までお名前、所属先、
連絡先をお送り下さい。7月3日までにZOOM会議用のURLをお知らせします。

　　　　　　　 　 　なお、ZOOM会議の参加が初めての方で、事前に接続テスト希望の方はその旨をご記入下さい。 

問合せ先：事務局　坂詰 清宛 E-mail:sakadume.kiyoshi@gmail.com

     

　

　　　

締切りは令和2年７月３日（金）まで

「米国の医師補助職（PA)：米国在住
　外科医にその実態を聞く」

　

　新型コロナ問題で医療に対する国民の関心が高まっていますが、以前から長時間労働を余儀なくされてきた
日本の医師、その働き方を改善するためには大幅な医師増員か、劇的な業務削減が必要です。今回は長年米国
の移植医療の現場で外科医として活躍されてきた河合達郎医師とＺＯＯM（ビデオ通話システム）でつないで、
すでに数十年前から米国の医療現場で活躍しているＰＡ(Physician Assistant）の現状についてお聞きします。
　日本と米国で勤務経験がある河合医師から日本の医師の働き方改革を実効性あるものにするために、ＰＡを
導入すべきか否か、具体的な米国医療現場の状況を含めてお聞きしたいと思います。医療関係者、多くの市民
の皆様のご参加をお待ちしてます。
（本田宏　当研究会副理事長）

第一部　講演１：ＰＡの基礎、講師：早川佐知子氏（明治大学経営学部講師）9時１０分～３０分。
                 講演２：米国ＰＡの現状、講師：河合達郎氏（ＭＧＨ移植外科）９時４０分～３０分。
　休憩　１０分間

第二部　対談：日本の医療現場にＰＡ導入は必要か　（１０時２０分～１１時）
　　　　　チャットの質問に対する回答　（１１時～１１時２０分）

　閉会挨拶：本田　宏氏（当会副理事長）　　　　　　

　　　　

　　　　　

　　　　　　　

ZOOM会議　あなたも参加してみませんか？！　

＊今回の講演会は後日ネットにアップ予定です。当日参加困難な方は当HPをご覧下さい。

　　　　ゆうちょ口座：記号 02280-1、番号 135711　　　　　　　　　　　　　研修医・学生は無料

申込み：


